
船舶事故調査報告書 

令和２年３月２５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和元年６月１７日 １１時４５分ごろ 

発生場所 長崎県五
ご

島
とう

市多
た

々
た

良
ら

島南方沖 

 赤ハエ鼻灯台から真方位１９３°１,７５０ｍ付近 

（概位 北緯３２°４４.１′ 東経１２８°５２.６′） 

事故の概要  漁船第三十二久
ひさ

賀
か

丸は、南西進中、また、漁船さち丸は、漂泊中、

両船が衝突した。 

事故調査の経過 令和元年６月１８日、主管調査官（長崎事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 第三十二久賀丸、７.９トン 

   ＮＳ２－１４９７１（漁船登録番号）、個人所有 

Ｂ 漁船 さち丸、０.４トン 

   ＮＳ３－６０３６６０（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 Ａ なし 

Ｂ 軽傷 １人（船長Ｂ） 

 損傷 Ａ 船首部外板に擦過傷を伴う圧損 

Ｂ 右舷船尾部のタツが脱落、船外機に亀裂 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 下げ潮の末期 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、五島市福
ふく

江
え

港から同市蕨
わらび

漁港

に帰航中、忘れ物に気付いて福江港へ戻ることとし、同港へ向けて南

西進中、同港から蕨漁港に北東進した際に他船を見掛けなかったの

で、前路に他船はいないと思い、船首方を見ないで携帯電話による通

話を行いながら航行を続けたところ、Ｂ船と衝突した。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、一本釣り漁をして漂泊中、Ａ船

と衝突した。 

 Ｂ船は、Ａ船にえい
．．

航され、五島市戸
と

楽
らく

漁港へ入港した。 

 船長Ｂは、入港後に五島市内の病院に搬送され、左頭部及び右前腕

部打撲等と診断された。 

分析  Ａ船は、福江港へ向けて南西進中、船長Ａが、福江港から蕨漁港に

北東進した際に他船を見掛けなかったので、前路に他船はいないと思

い、船首方を見ないで携帯電話による通話を行いながら航行を続けた

ことから、漂泊中のＢ船に気付かず、Ｂ船と衝突したものと考えられ

る。 



 Ｂ船は、漂泊中、Ａ船と衝突したものと考えられるが、船長Ｂから

情報が得られなかったことから、衝突に至った状況を明らかにするこ

とはできなかった。 

原因  本事故は、Ａ船が南西進中、Ｂ船が漂泊中、両船が衝突したものと

考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・航行中は操船に専念し、常時、周囲の適切な見張りを行うこと。 

 


